
今
金
町
議
会
議
長

曾

我

弁

定

一

町
民
自
み
な
さ
ん
明
け
ま
し
一り
ま
す
が
こ
白
よ
う
な
大
被
害
一
て
最
大
田
効
果
を
あ
げ
る
べ
〈

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
一は
関
町
以
来
由
世
警
と
思
い
ま
一帯
カ
す
る
電
揺
で
あ
り
害
す
.

こ
こ
に
希
望
白
新
春
を
迎
え
一す
。
こ
白
災
害
地
に
対
L
τ
こ

そ

こ

で
、
わ
れ
わ
れ
と
レ
て

る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
白
ご

一臼
も
早
く
復
旧
を
完
了
し
今
後
一は
地
方
行
政
.
財
政
の
当
面
す

清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
一
再
び
こ
白
よ
う
な
誕
害
由
起

b
一る
問
題
を
解
決
す
る
以
前
白
河

り
い
た
し
ま
す
。

一白
箆
摘
を
構
じ
な
け
れ
ば
な
り
-置
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
地
烹
由

来
、
町
長
の
み
な
さ
ん
む
ご
吏

能
不
沼
田
町
神
所
泊
民
民
棋
を
一身
四
自
治
権
む
う
ち
の
意
志
纏
一

一fれ

わ
た
く
し
は
議
長
に
就
任
以
一ま
せ
ん
が

豊

田

方
々
も
不
一喜

Z
Eで
あ
る
、
町
民
自
一

一『
刊
を
唯
一
白
力
と
し
て
「
住
み
一類
起
品
街
し
て
本
年
も
是
が
非
一関
で
あ
る
議
会
を
再
認
詮
L
、
一

弘
氏
四日日叶品目何百一炉問叫一
一目
白
川
河
十
一一.
一一円
l

丹羽間道々
改良
一日
以
伝
説
幻
一

y
d石
弘
時
日
一
一
昨
同
日
一日
一
日
叫
訟
は
な
け
れ
ば
一山
町
一
同
諸
浪
花
日
時
制
一

地
司
線
と
共
に
心
か
ら
新
年
白
幸
一英
語
二
構
、
木
橋
八
橋
白
ほ
か
二

、
住
吉
プ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
一支
援
を
切
に
お
騒
い
す
る
も
白

一が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
大
一

皮
面
今
金
町
は
年
々
発
展
し
一興
に
高
進
し
た
い
と
金
属
し
て一

幸
を
祈
り
、
佐
せ
て
年
頭
白
慶
一道
々
長
万
部

t
束
瀬
郡
線
の
改
一

民
筈
笹
川
工
事
の
関
迎
工
一で
あ
り
ま
す
。

一過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が
で
き
一教
育
、
土
木
、
産
菜
、
社
会
行
一い
ま
す
.

一

び
を
毘
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
一良
工
事
、
直
は
今
金
丹
羽
周
一

事
と
し
て
の
三
ヶ
年
計
画

一

一

ま
し
た
、

ζ

れ
は
.
ひ
と
え
に
一改
に
わ
た
り
数
多
く
の
事
業
を
一

昭
和
三
十
八
年
こ
そ
は
本
町
一

す

。

一

白

改

良

工

事

.
都
市
計
画
路
線
一

に
よ
る
河
川
改
修
工
事

一

斯
う
し
た
あ
ら
中
る
建
設
事
一
み
な
さ
ま
の
ご
支
盛
田
た
ま
も
一施
実
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
一躍
進
自
主
と
し
て
、
町
子広
金
銭
一

顧
み
ま
す
と
昨
記
は
昭
和
三
一
白
整
備
等
、
菌
、
道
.
町
賢
を
一
て
目
名
川
改
佐
工
事

↑業
白
山
話
す
る
本
町
に
と
っ
て
一
の
と
.
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
一
も
金
町
田
国
の
愛
民
局
神
の
た
ま
一に
わ
た
る
内
容
充
実
に
最
大
由
一

十
六
年

ι引
続
会
再
三
の
水
害
一
以
て
計
画
が
一
幸

一
安
進
め
ら
二

、
農
業
構
造
改
善
事
業
計
画
一

昭
わ
三

T
八
年
は
更
に
飛
躍
一
す
る
し
だ
い
で
す
。

一も
由
と
患
い
ま
す
。

一努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
一

正
見
舞
は
れ
唱
モ
白
復
旧
対
縦
一れ
、
団
代
橋
、
稲
穂
稿
白
脅
エ
一

の
増
進

一寸
る
却
し
い
年
と
し
て
町
民
自
一
顧
み
ま
す
と
昨
年
は
七
月
災一

し
か
し
な
が
ら
、
町
長
白
福
一ま
ず
か
ら
、
な
に
と
ぞ
倍
旧
自
一

に
つ
き
ま
し

t
は
合
町
を
単
げ
一
に
よ
り
今
金
町
の
碍
済
動
脈
白
一
一
、
極
川
健
福
バ
イ

ロ
ン
ト
事
一皆
織
と
共
に
今
金
町
田
発
展
興
一事
又
九
号
十
号
台
風
に
よ
る
災
一祉
官
増
進
し
.
町
民
生
活
目
安
一ご
指
導
と
ご
随
時
鑓
を
切
に
お
顕
一

て
軒
カ
し
て
お
る
と
こ
る
で
あ
一整
備
が
目
隠
に
想
起
さ
れ
.
淘
一

業
由
実
施

一隆
を
心
か
ら
願
う
も
白
で
あ
り
一
書
に
逢
い
せ
っ
か
く
の
帯
カ
も
一定
を
図
る
に
は
今
後
幾
多
田
重
一い
申
上
げ
ま
す
.

一

り
ま
す
が
、
そ
由
民
掲
の
爪
跡
一に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
二

、
日
進
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
疹
一益
々
そ
の
推
進
を
図
り
町
勢
発
一
皆
無
に
な
り
文
良
地
を
流
央
さ
一要
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
.
一

明
け
A
V
〈
年
が
、
み
な
さ
ま
一

が
ま
だ
各
所
に
生
々
し
く
強
つ
一
弦
に
昭
和
三
十
八
年
白
新
春
一

業
白
実
施

一展
白
為
に
腎
力
す
る
事
を
お
誓
一
れ
た
方
々
巨
心
か
ら
お
気
白
毒
一
そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
は
.
直
一に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
一

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
一
日
も
一を
迎
え
心
を
新
た
に
し
て
各
種
二
令
畏
種
川
農
村
電
気
事
業

一い
す
る
も
由
で
あ
り
ま
す
.

一に
思
い
ま
す
.

一接
町
政
を
担
当
す
る
わ
れ
わ
れ
一り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
一

早
〈
笹
田
を
期
し
て
お
り
ま
す
一懸
案
事
業
由
実
現
を
期
し
て
週
一
一
、
美
利
河
、
稲
語
地
区
開
拓
一

一

こ
れ
は
自
然
的
な
免
件
に
支
一
に
探
せ
ら
れ
た
資
務
で
あ
り
‘
一新
年
白
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
一

が
、
東
に
恒
久
防
災
対
策
に
つ

一進
す
る
べ
く
態
勢
を
整
え
て
い
一

適
時
改
良
工
事
e

一

ど
う
ぞ
町
民
各
位
に
お
か
れ
一配
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
股
業
白
一国
お
占
ぴ
遭
の
施
曜
と
相
ま
つ

一

一

い
て
も
迩
力
早
期
実
現
を
期
し
一る
釈
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
白
主
二
、
公
営
住
宅
‘
伝
家
賃
住
宅
一ま
し
て
も
徒
ら
に
過
ぎ
し
虫
裕
一
宿
命
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
一て
.
町
財
政
の
範
囲
内
に
お
い

一

一

て
関
係
当
局
と
接
置
を
続
け
て
一な
る
も
巴
を
南
引
上
げ
ま
す
と
、

一

白
建
設

'
t

一白
悪
夢
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
-

お
り
‘
今
金
町
長
の
安
定
し
た
一

一、

道
ー々
改
良
工
事
花
石
l
住
二

、
義
務
教
育
施
設
の
整
備
充
一な
く
・
新
し
い
年
と
共
に
た
〈
一
歳
末

助

廿

合

い

運

動

一
毎
協
力
白
書
去
は
、
予
想
以
一
百
円
と
物
品
を
配
分
い
た
し
ま一

生
活
系
盤
の
確
立
を
霞
っ
て
寄
一
吉
槌
約
五
千
束
〔
水
車
権
一

実

一ま
し
い
建
設
意
慾
を
発
範
幸
れ↑

一上
白
成
果
を
#
げ
七
万
八
千
二
一し
た
・
裏
金
に
つ
い
て
は
第
二一

め
て
い
る
扶
助
部
で
あ
り
ま
す
二
白
生
久
橋
架
換
工
事
を
合
一
二

消

防
施
訟
の
整
備
充
実

一わ
た
し
遂
町
民
の
平
和
な
明
る
一
に

感

謝

し

て

一百
九
十
六
円
と
白
米

一
ヰ
八
升
一
次
分
と
し
て
前
記
由
対
段
以
外
一

こ
う
し
た
天
災
に
対
処
す
る
一

む

}

↑

一

い
町
づ
〈
り
白
為
め
に
里見
々
し
一
恒
例
白
ζ
由
連
動
由
実
施
E
一及
び
物
品
若
干
(
十
二
月
二
十
一目
己
れ
等
E
車
ず
る
方
々
に

E
一

反
面
、
各
般
の
建
怨
事
業
に
つ
=
、
都
市
計
画
揖
路
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(二)

年

の

詳

議
北
海
道
知
事
町

村

金

五

00差是路長谷川専務一一共募へ寄魁a
曹 〈入院!JJA提唱であった置甚，1:敬ー氏問、こ
の~ど平癒車設されたが. 病気見舞返えしに

代えてな不幸なλ、恵まれぬ人のためミにと
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昭如37年第4次

集
一
町
村

募

h

t

{

呂

閉

山

一女

-

似

才

男

岬

諸

問

な

凶

。

出

国

昭

諸
諸

陸
海
古
「

12

納
税
に
一
層
の

銅
摘
出
力
を

納
説
巴
つ

k
ま
し
て
は
平
案

町
民
各
位
。
掴
理
解
と
卸
品
力

に
よ
り
ま
し

τモ
の
戎
積
も
牢

々
上
昇
し
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と

は
ま
三
と

E
感
謝
に
附
唱
え
ま
せ

心
し
か
し
な
が
ら
本
軍
は
連
続

杓
の
革
審
に
よ
り
農
作
物
曹
の

被
害
も
話

exc・
そ
の
車
響
乞

う
け
て
か
例
年
に
比
し
柄
税
成

績
も
若
干
低
下
の
現
況
に
あ
り

ま
す
こ
と
は
止
む
セ
m
閉
ざ
る
も

の
と
邑
わ
れ
ま
す
が
.
来
る
ベ

八
年
に
純
一身
、
ま
し
て
は

こ
れ
が
ば
ん
回
目
た
め
一
揺
由

舘
協
力
を
切
匡
封
顕
い
い
た
し

ま
す
.
{
今
金
町
税
務
課
員
}

忘
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
か
2
住
民
登
録
手
続

住
民
畳
録
は
、
法
律
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
国
民
白
蓮
務
で

~"セキジ，jJ\t!;"I::;Ì.案、

毎月一白

i孟変通安全Eです

ロ

ノ/"'〆

翌

4匹環いの..待

、

一い
3
3
一、

-

E

v

-

-

・4

1
4
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〈第68号γ

副;
民

年
金

つ
い
て

新
有
権
者
の
皆
さ
ん
え

-

ト

i
ι
v
L

農
村
青
少
年
の
冬
の
グ
ル
ー
プ
活
動

4
は、

農
村
胃
少
年
r

b
l
一議
な
ど
.
い
る
い
る
〈
ふ
う
L
一
グ
ル
ー
プ
で
取
組
む
諜

adp

時
E
E
H
か
も
実
施
さ
れ
ま
一さ
れ
る
方
が

7
へ
出
ま
し
た
・
読
人
式
々
あ
げ
ら
れ
令
皆
き
一日
常
生
活
と
結
び
つ
け
て
ぜ
ひ
一プ
に
と
っ
て
活
動
の
方
向
乞
き
一て
実
施
し
て
く
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